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研究成果の概要（和文）：本研究課題は、1920年代のロシア・アヴァンギャルドの文学を、①詩的散文、②パロ
ディー散文、③ファクトの文学、の3局面に分けて研究するものである。研究成果は、国内外の学術誌、論集、
学会等で発表した。代表的な成果として、①については、詩人クルチョーヌィフの1920年代の動向を調査し、国
際学会で報告を行った。②については、レフにおけるパロディー散文の時期に関する論文を、国内の学術誌に掲
載した。③については、ファクトの文学の成立プロセスを明らかにする論文を、国際論集にて発表した。また、
関連研究者3名をロシアとイスラエルから招聘し、東京大学と北海道大学にて講演会を開催した。

研究成果の概要（英文）：This research project is to study the literature of the Russian avant-garde 
of the 1920s in three phases: (1) poetic prose, (2) parodic prose, and (3) literature of fact. The 
results of the research have been published in domestic and international journals, treatises, and 
academic conferences. As a representative result, regarding (1), the activity of the poet 
Kruchyonykh in the 1920s was investigated and reported at an international conference. Regarding 
2), I published an article on the period of parody prose in LEF in a domestic academic journal. 
Regarding (3), I published a paper in an international journal that clarified the formation process 
of the literature of fact. I also invited three researchers from Russia and Israel to give lectures 
at the University of Tokyo and Hokkaido University.

研究分野：ロシア文学

キーワード： ロシア・アヴァンギャルド　レフ　ポスト革命期　マヤコフスキー　トレチヤコフ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ロシア・アヴァンギャルドの文学は、日本国内でも盛んに研究が行われてきた。だが、従来の研究は、1910年代
の詩の時期に関するものが多く、1920年代に散文が主要なジャンルになったプロセスについては、あまり注目さ
れてこなかった。他方、国際的な研究動向としては、アヴァンギャルドの散文の研究は、ロシアでは文学史研究
の枠組みで取り組まれることが多い一方、欧米では文化史や美学との関わりについての研究が行われるという、
方法上の乖離が見られる。アヴァンギャルドの散文を、文学史的観点からも文化史的観点からも、ともに問題と
する、本研究の成果は、当該研究領域においてロシアと欧米の橋渡しになるという意義を持つ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

ロシア・アヴァンギャルドについては、国内外において、既に豊富な研究がある。国内研究で

は、桑野隆や大石雅彦らが中心となって、その全容が明らかにされてきた。また、特に、1920年

代のアヴァンギャルドの中心的グループ「レフ」の活動については、たとえば、アメリカ合衆国

の研究者 H. ステファンや N. コルチェフスカが通史的に解明している。他方、ポスト革命期ソ

連文壇におけるいわゆる「文学闘争」の歴史の研究は、とりわけ近年大きく脚光を浴びている領

域であり、たとえば、イギリスの研究者 E. ドブレンコやロシアの研究者 N. コルニエンコはそ

の第一人者である。本研究は、そうした数多くの先行研究を基礎としている。 

 本研究が出発点とするのは、アメリカ合衆国の研究者 H. ステファンの指摘である［Stephan、

1981］。様々な芸術分野にまたがるレフの活動を、特に文学について通史的に論じたこの著作の

一節で、ステファンは 1920年代のレフの散文の変遷に言及している。アヴァンギャルドの文学

における中心的ジャンルは当初の詩から 1920 年代の 10 年間に徐々に散文へと移り変わってい

ったが、このプロセスでは散文の様式自体も、1)詩的散文、2) 欧米の大衆的作品のパロディー散

文、3) ノンフィクションの「ファクトの文学」というように、大きく変動していったというの

である。 

 ステファンの指摘は先例のないもので、アヴァンギャルドの散文を巡る動向を解明するうえ

で大きな手がかりとなる。その一方で、この研究者の議論は、基本として、散文の変化を「実験

精神」というアヴァンギャルド芸術の内的論理によって説明づけており、あまり広がりを持つに

至っていない。そこで本研究は、レフの散文の変化のプロセスを、同時代の文学史的動向といっ

た外的要因や、1920年代に飛躍的な発展をみていた美学理論との相互関係に照らして解明する。

そして、そこからさらに視野を広げ、レフの散文についての活動を中心に、ポスト革命期のソ連

文壇全体の基調を明らかにすることを目指す。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、アヴァンギャルド文学の展開のプロセスを、特に散文ジャンルが活況を呈し

た 1920年代について、文学闘争や文学理論の発展という当時のソ連文学をめぐる状況の中で捉

えることである。 

本研究の独自性・創造性は、アヴァンギャルドの散文をめぐる活動を中心に、1920 年代ソ連

文学の歴史、理論、美学をトータルに解明することを目指している点にある。研究を社会主義リ

アリズム前史と位置づけ、1930年代に制定されたこの芸術の規範に先立つ 10年間に見受けられ

た予兆を探り、アヴァンギャルドをはじめとする諸グループによる 1920年代の活動と後の規範

との関係性という、現在に至るまで諸研究者の見解が分かれる議論についての考察も行う。 

アヴァンギャルドの文学における当初の中心的ジャンルは詩であったが、1920 年代には散文

ジャンルが次第に影響力を増して、ドキュメンタリー散文である「ファクトの文学」が、レフの

基本的路線となった。このような散文の隆盛の背景は、アヴァンギャルド内部の進化によっての

み説明づけられるものではない。革命後のソ連文学界における、散文ジャンルの爆発的開花とい

う外的要因もまた、レフをこの方向へ向かわせる原動力であった。 

 1920 年代のソ連文壇は、それぞれが独自の文学理論に立つ多様なグループが割拠する状況と

なっていた。なかでも大きな影響力を持っていたのが、1) アヴァンギャルドのレフ、2) 文学活

動家ヴォロンスキー率いる「峠」派、3) プロレタリア作家組織、の 3グループである。この 3者



をはじめとする様々なグループは、雑誌や新聞といった定期刊行物や自前の論集などの文芸メ

ディアを通じて、自説の普及に努めるとともに、他グループに対する激しい批判を行っていた。

また、諸グループは後ろ盾を得るべく政権への接近を図り、文壇のヘゲモニー掌握を狙う野心的

グループも存在した。こうした「文学闘争」の機運の中で、新しい国家にふさわしい文学の方向

性として議論の中心になったのは、散文のジャンルであった。 

注目したいのが、文学理論をめぐる議論において、諸グループは単に非難の応酬を行うのみな

らず、論敵の批判を通じた逆照射的な自説の形成や、かつては論難していた主張の遅ればせな吸

収・同化もまた、行ったことである。つまり、諸グループの理論形成にかかる論争の影響は見逃

せない。 

そこで本研究は、アヴァンギャルドの散文が、どのような議論の応酬の中で形作られていった

のかという、論争の時系列に着目し、「詩的散文」から「パロディー散文」を経て「ファクトの

文学」へと至る展開の軌跡を追う。「文学闘争」の舞台となった定期刊行物や論集、会議の議事

録といった一次資料を時系列の観点から検証し、文学理論をめぐる論争がいかなるプロセスを

辿って進展していったかを明らかにする。考察においてはまた、1920年代に飛躍的発達を見た、

バフチン・サークル、フォルマリズム、生産主義、マルクス主義批評などにおける文学理論の展

開についても、影響関係を参照する。これらの理論は「文学闘争」の立役者達が念頭に置いてい

たものであり、特に後の 3つはレフに強い影響を与えているため、アヴァンギャルドの散文の形

成との関連性についての考察が欠かせない。 

 

 

３．研究の方法 

本研究は、1920 年代のアヴァンギャルドの文学を、①詩的散文、②パロディー散文、③ファ

クトの文学、の 3局面に即して検証する。その際には、特に、代表的 3グループである、レフと

ヴォロンスキーの派閥およびプロレタリア作家組織の関わりに注目する。 

①詩的散文は、1920 年代前半に、レフが言語実験の領域を詩のみならず散文へも拡張したこ

とで登場したが、その過程では、ヴォロンスキーが支援していた「同伴者」と呼ばれる非党員作

家が特色とした「装飾的散文」が出発点となり、その刷新が目指された。したがって、「装飾的

散文」が当時の文学において帯びていた影響力や、レフの同伴者に対するスタンスが、検証の中

心となる。これらの問題については、ヴォロンスキーが編集を務めた雑誌『赤い処女地』につい

ての研究［Maguire、1968］などを参照しつつ、アーカイヴ資料に当たりたい。また、1920年代

初頭に大きな社会的影響力を持っていたプロレタリア詩との関連性についても調査の対象とす

る［Mally、1990］。加えて、3グループ以外にも、レフに近い前衛の立場から散文に取り組んで

いた非政治的グループ「セラピオン兄弟」との関わりも検証したい［イチン、2011］。 

②1920 年代半ばにパロディー散文にレフが取り組んだ背景を解明するには、ヴォロンスキー

の唱えた 19世紀古典文学への回帰に対してレフがとった対決姿勢について考察する必要がある。

レフの同人達が欧米の冒険物をパロディー化した作品を生みだしたのは、古典文学の心理主義

に対抗しようとしたためであった。この問題について、レフの機関誌『レフ』の論文や、フォル

マリスト達の著作といった一次資料を参照しつつ明らかにする。さらに、レフが参照した 1920

年代の欧米の大衆的作品のロシアにおける受容についても、当時の出版物を調査する。また、

1920 年代後半には、プロレタリア作家組織が、古典を模倣した作品作りを唱えるようになった

が［コルニエンコ、2010］、こうした方向性とレフのパロディー散文の発想の共通性についても

考えたい。両者に共通する、他の形式の文学を手本として新しい文学を作り出そうという考え方



は、後の社会主義リアリズムの理念にも繋がっていくものであり、1920-30年代ソ連において広

範に共有されていた思考のモードであった可能性が高い。 

③ファクトの文学の方向性もまた、ヴォロンスキーやプロレタリア作家組織との論争を経て、

1920年代末に徐々に定まってきたものである。ファクトの文学を実現形とするレフの「生活建

設の芸術」の主張は、芸術を生活に融合させることを目指す生産主義理論と密接に関連している。

これは、ヴォロンスキーの唱える、古典文学の価値規範をマルクス主義的に解釈した「生活認識

の芸術」と、事あるごとに対置されてきた。他方、プロレタリア作家組織の文学論との関連では、

この組織が 1920年代後半に打ちだした人物造形法である「生きた人間」が注目に値する。これ

は、トルストイなどの古典に倣い、散文作品の登場人物の心理描写を強化しようとする主張であ

るが、レフの同人達はそれを、ステレオタイプに過ぎないと批判し、ファクトの文学の作品であ

るトレチヤコフの伝記『鄧惜華』の実在する主人公を対置した［ツァラムバーニ、2006］。ここ

から、フィクション対ノンフィクションという 1920年代の芸術のリアルをめぐる問いについて、

シェフェールのフィクション論やプラトンのミーメーシスを手掛かりに考察したい［シェフェ

ール、1999］。 

以上のような研究を通じて、レフの活動を中心に、諸グループが割拠したポスト革命期ソ連文

壇の全体像が、論争の展開と各グループの理論形成というダイナミズムをもって把握されるこ

とを目指す。 

 

 

４．研究成果 

 本研究は、従来の研究では専ら「実験精神」に起因するものとして理解されていた、1920 年

代のロシア・アヴァンギャルド散文をめぐる展開を、当時盛んであった文壇の諸グループ間の論

争という文脈に位置づけ、広く文学史・文化史・芸術史の観点から説明づけた。これまでの初期

ソ連文学研究をめぐる世界的な動向では、ロシアを中心に行われている文壇の論争の研究と、ア

メリカ合衆国を中心に行われているアヴァンギャルド芸術の研究は、別々の対象と認識され、2

つの問題の間のつながりが明らかになっていなかった。両者の研究動向をともに念頭に置き、ア

ヴァンギャルドの散文を多視点的に再検証することによって、対象をより広範な歴史的文脈に

位置づけることに成功した点が、本研究の成果である。 

 本研究は、具体的には、1920 年代のアヴァンギャルドの文学を、①詩的散文、②パロディー

散文、③ファクトの文学、の 3局面に即して検証した。①詩的散文については、散文の隆盛の陰

でかつての勢いを失ってしまった詩のジャンルが、レフの周辺に位置するクルチョーヌィフら

ザーウミ派のアヴァンギャルド詩人によって、再興を図られていたことが明らかになった。関連

する口頭報告「A. クルチョーヌィフと未来主義の遺産：詩人の 1920 年代の活動について」に

おいて、人気のある散文作家の作品を、ザーウミ詩に引き付けて解釈しようとする試みが行われ

たことを指摘した。②パロディー散文については、レフの同人たちが欧米の大衆文学をパロディ

ー化して作った散文作品が、背景として、プロレタリア派やヴォロンスキーが支持していた心理

主義的リアリズム小説に対する反論を持つことを明らかにした。この成果は、論文「リアリズム

と心理主義――1920年代文壇におけるレフとラップの闘争をめぐって」などで発表した。③ファ

クトの文学については、たとえば、レフの活動の終盤になってようやくファクトの文学が登場す

るまでの経緯を、口頭報告「マヤコフスキーと生活建設の芸術：生産芸術の成立過程について」

で発表した。この報告では、従来の研究で基本的に他のメンバーとの対立によって説明されてき

た、リーダーであるマヤコフスキーのグループからの脱退が、散文のジャンルであるファクトの



文学に対する詩人としてのマヤコフスキーの違和感にも起因していることを指摘した。 

 研究期間中には、コロナ禍やウクライナ侵攻により、ロシアに渡航しての研究交流および資料

調査が困難になるという、不測の事態に見舞われた。しかしその反面、EU やウクライナ、アメ

リカ合衆国の研究者との新しい交流が生まれた。また、ロシアの研究者とも、オンラインで講演

をしていただくなどの交流を続けている。結果として現在では、研究開始当初よりも国際交流が

活発化している。さらに、ロシアで資料調査ができないことの代替として、日本国内や西側諸国

での資料収集にも着手した。このことで、1920 年代の日本文学とロシア文学の影響関係にまで

研究領域が広がることとなり、論文「蔵原惟人と「プロレタリア・リアリズム」：1920年代日本

におけるプロレタリア文学」の発表につながった。 
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